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2026年７月31日 

各   位  

会 社 名  ア オ イ 電 子 株 式 会 社  

代表者名 取 締 役 社 長    木 下 和 洋  

   （コード番号 6832 東証スタンダード）  

問合せ先  取締役管理本部長   青 木 良 二  

（TEL 087-882-1131）  
 

 

第三者割当による自己株式の処分に関するお知らせ 
 

 

当社は、本日開催の取締役会において、以下のとおり、第三者割当による自己株式の処分を行うこと

について決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．処分の概要 

（１） 処 分 期 日 2026 年８月 18 日 

（２） 処 分 株 式 数 当社普通株式 378,100 株 

（３） 処 分 価 額 １株当たり    2,609 円 

（４） 調 達 資 金 の 額 986,462,900 円 

（５） 
募集または処分方法 

（ 処 分 予 定 先 ） 

第三者割当の方法による 

（日亜化学工業株式会社） 

（６） そ の 他 
本自己株式処分については、金融商品取引法に基づく届出の

効力発生を条件としております。 

 

２．処分の目的および理由 

当社は現在、先端パッケージをはじめとする新規事業分野へ積極的に経営資源を投入し、高付加

価値製品の開発・量産化を通じた収益基盤の強化、財務体質の健全化、ならびに持続的な企業価値

の向上に注力しております。そのなかで、新事業分野の強化や取引先との協業深化、事業基盤の強

化に向けた各種施策を広く検討してまいりました。 

その結果、当社のアセンブリ事業における長年の重要取引先であり、LED 市場のリーディングカ

ンパニーである日亜化学工業株式会社（以下、日亜化学）との関係強化が不可欠であるとの認識で

一致し、具体的な協議を進めるに至りました。同時に、新規事業分野における開発・量産化体制を

早期に確立するためには、機動的かつ持続的な事業投資を支える強固な財務基盤の構築が最重要課

題であると認識しております。 

当社はこれまで、株主還元や機動的な資本政策の実現を目的として自己株式を保有しており、

2026年６月末時点において、発行済株式総数の 6.68％に相当する801,063株を保有しております。

この自己株式の有効活用にあたり、日亜化学との協業関係を一層深化させること、および同社を引

受先として成長投資資金を調達することが最善であると判断し、同社を処分予定先とする第三者割

当による自己株式処分（以下、「本自己株式処分」）を決定いたしました。 

本自己株式処分により調達する資金は、新規事業分野における生産設備の調達や、競争力維持の

ための研究開発に充当する予定です。世界最大級の生産体制と優れた製品開発力を持つ日亜化学と

の提携深化は、当社アセンブリ事業の競争優位性を高めるだけでなく、先端パッケージを中心とし

た新規事業の生産体制最適化にも大きく寄与します。本資金調達を通じた事業成長が、当社の中長

期的な企業価値向上、ひいては既存株主の皆様への利益還元に資するものと考えております。 

 

３．調達する資金の額、使途および支出予定時期 

（１）調達する資金の額 

① 払 込 金 額 の 総 額 986,462,900 円 

② 発 行 諸 費 用 の 概 算 額       － 

③ 差 引 手 取 概 算 額 986,462,900 円 
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（２）調達する資金の具体的な使途 

   具体的な資金使途 金額 支出予定時期 

先端パッケージ等の新規事業分野における生産

設備調達 
750,000,000 円 

2027 年１月 

～2027 年９月 

競争力維持のための研究開発投資 236,462,900 円 
2026 年８月 

～2027 年９月 

上記差引手取概算額 986,462,900 円につきましては、2026 年８月 18 日以降、先端パッケージ

等の新規事業分野における生産設備調達および競争力維持のための研究開発投資に充当いたしま

す。これにより、急速な技術革新と市場拡大が進む同分野において、今後の需要急増に対応すべ

く、生産設備の取得や生産ラインの早期立上げによる生産体制の迅速な構築、および次世代技術

の確立に集中的に配分し、中長期的な企業価値向上に向けて有効に活用する予定であります。 

なお、実際の支出までは、当社預金口座にて適切に管理を行います。 

 

４．資金使途の合理性に関する考え方 

当社は、本自己株式処分により調達した資金を、上記「３．調達する資金の額、使途および支出

予定時期」の「（２）調達する資金の具体的な使途」に記載の使途に充当し、先端パッケージ等の新

規事業分野における生産設備の調達・整備、および市場競争力維持のための研究開発を推進するこ

とが、当社の企業価値の向上に寄与するものと考えており、本自己株式処分の資金使途については

合理性があるものと判断しております。 

 

５．処分条件等の合理性 

（１）払込金額の算定根拠およびその具体的内容 

本株式の処分価額につきましては、本自己株式処分に係る取締役会決議日の直前営業日である

2026 年７月 30 日（以下「基準日」という。）までの直近３ヶ月間の株式会社東京証券取引所（以

下「東京証券取引所」という。）における当社普通株式の終値単純平均値である 2,690 円（円未満

四捨五入。以下、終値単純平均値の計算において同じ。）に 0.97 を乗じた 2,609 円（円未満四捨五

入）といたしました。 

本自己株式処分に係る取締役会決議日の直前営業日までの３ヶ月間の終値単純平均値を採用し

たのは、直前営業日という特定の日の株価のみを基準とするのではなく、一定期間の平均株価とい

う平準化された値を採用する方が、一時的な株価変動の影響等特殊要因を排除でき、算定根拠とし

て客観性および合理性をより確保することができると判断したためです。また、算定期間を直近３

ヶ月間としたのは、直近１ヶ月間や直近６ヶ月間と比較して、短期的な株価変動の影響を和らげつ

つも、より中長期的かつ直近の一定期間の市場動向をバランスよく反映させることで、現時点にお

ける当社株式の価値をより適正かつ安定的に評価するものとして合理的であると判断したためで

あり、処分予定先と協議のうえ決定いたしました。その上で、基準となる終値単純平均値から乖離

しない範囲で処分価額を決定することが相当であるとの考えの下、処分予定先との協議を経て、直

近３ヶ月間の終値単純平均値に 0.97 を乗じた価格とすることで合意に至りました。 

なお、当該処分価額 2,609 円は、本自己株式処分に係る取締役会決議日の直前営業日である 2026

年７月 30 日の終値である 2,190 円に対し 19.13％のプレミアム（小数点以下第三位を四捨五入。以

下、ディスカウント率またはプレミアム率の計算において同じ。）、基準日までの直近１ヶ月間の終

値単純平均値 2,457 円に対し 6.19％のプレミアム、基準日までの直近６ヶ月間の終値単純平均値

2,646 円に対し 1.40％のディスカウントとなる価格となります。 

当該処分価額は、日本証券業協会の「第三者割当増資の取扱いに関する指針」に準拠したもので

もあるため、当社は処分予定先にとって特に有利な処分価額には該当しないものと判断しておりま

す。 

また、上記払込金額につきましては、当社監査等委員４名全員（うち全員が社外取締役）から本

第三者割当の払込金額は、当社株式の価値を表す客観的な値である市場株価を基準に、日本証券業

協会の「第三者割当増資の取扱いに関する指針」に準拠し、当社の直近の財政状態および経営成績

等を勘案して決定されたもので、適正かつ妥当であり、処分予定先に特に有利な金額に該当せず、

適法である旨の意見を得ております。 

 

（２）処分数量および株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

本第三者割当により割り当てられる株式数は、378,100 株（議決権数 3,781 個）であり、これは

2026 年６月末時点の当社の発行済株式総数 12,000,000 株に対して 3.15％（2026 年３月末時点の

総議決権数 111,910 個に対して 3.38％）の割合に相当し、一定の希薄化をもたらすことになりま

す。 
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しかしながら、当社と日亜化学が資本関係を強化し、信頼関係を強固にすることで一層の関係強

化が推進されることに加え、本自己株式処分により調達する資金を、今後高い成長が見込まれる先

端パッケージ等の新規事業分野における生産設備調達および研究開発へ集中的に投下することに

より、当社の収益基盤の拡充および持続的な成長を実現できるものと考えております。 

このように、本資金使途による事業成長を通じた中長期的な企業価値および株主価値の向上が、

一時的な希薄化に伴う影響を補うものと考えていることから、本自己株式処分の数量および株式の

希薄化の規模は合理的な範囲内であると判断しております。 

 

６．処分予定先の選定理由等 

（１）処分予定先の概要 

（１） 名 称 日亜化学工業株式会社 

（２） 所 在 地 徳島県阿南市上中町岡 491 番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長  小川 裕義 

（４） 事 業 内 容 正極材料事業、光半導体事業、その他 

（５） 資 本 金 52,026 百万円（2025 年 12 月 31 日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 1956 年 12 月 24 日 

（７） 発 行 済 株 式 数 2,246,209 株（2025 年 12 月 31 日現在） 

（８） 決 算 期 12 月 31 日 

（９） 従業員数（連結） 9,509 名（2025 年 12 月 31 日現在） 

（10） 主 要 取 引 先 
伊藤忠商事株式会社、プライムプラネットエナジー＆ソリューショ

ンズ株式会社、Apple Inc. ほか 

（11） 主 要 取 引 銀 行 株式会社徳島大正銀行、株式会社阿波銀行、株式会社四国銀行 

（12） 大株主および持株比率 
（2025 年 12 月 31 日現在） 

日亜持株組合 

株式会社協同医薬研究所 

株式会社徳島大正銀行 

株式会社阿波銀行 

株式会社四国銀行 

シチズン時計株式会社 

株式会社みずほ銀行 

大塚ホールディングス株式会社 

株式会社伊予銀行 

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 

12.6％ 

5.9％ 

4.7％ 

4.7％ 

4.7％ 

4.0％ 

3.4％ 

3.0％ 

3.0％ 

2.8％ 

（13） 当事会社間の関係  

 資 本 関 係 日亜化学は、当社株式 221,900 株を保有しております。 

 人 的 関 係 該当事項はありません。 

 
取 引 関 係 

当社は、処分予定先の光半導体の後工程（アセンブリ）を受

託しております。 

 関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（14） 最近３年間の経営成績および財政状態 

決算期 2023 年 12 月期 2024 年 12 月期 2025 年 12 月期 

 連 結 純 資 産 974,165 1,018,452 1,049,752 

 連 結 総 資 産 1,057,719 1,112,087 1,142,731 

 １株当たり連結純資産(円) 434,096 453,829 467,777 

 連 結 売 上 高 507,106 397,008 364,041 

 連 結 営 業 利 益 43,562 32,780 39,595 

 連 結 経 常 利 益 50,852 50,855 43,053 

 
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益   
34,186 31,922 21,335 

 １株当たり連結当期純利益(円) 15,234 14,226 9,508 

 １ 株 当 た り 配当金(円) 4,000 3,500 3,500 

（単位：百万円。特記しているものを除く。） 
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※ 当社は処分予定先との面談により処分予定先が反社会的勢力と一切関係ない旨の説明を受

けております。また、処分予定先、処分予定先の役員および主要株主の反社確認につきまして

は、日経テレコン、登記情報提供サービスおよびインターネットを用いて調査し、処分予定先

からは「反社会的勢力との関係がないことについての誓約書」を取得、確認しております。こ

れらにより、当社は処分予定先が反社会的勢力とは一切関係がないことを確認しており、その

旨、確認書を株式会社東京証券取引所に提出しております。 

 

（２）処分予定先を選定した理由 

上記「２．処分の目的および理由」に記載の通り、本自己株式処分によって、取引先との関係構

築および関係強化を目的として、今回の自己株式の処分予定先に選定いたしました。 

 

（３）処分予定先の保有方針 

当社は、処分予定先より本自己株式処分による株式の取得は当社との関係強化を目的とした投資

であり、長期的に継続して保有する方針であることを確認しております。 

なお、当社は、処分予定先から処分予定先が払込期日から２年以内に本件第三者割当により発行

される当社普通株式の全部または一部を譲渡した場合には、その内容を当社に対し書面により報告

すること、当社が当該報告内容を株式会社東京証券取引所に報告すること、および当該報告内容が

公衆の縦覧に供されることに同意することにつき、確約書を取得する予定です。 

 

（４）処分予定先の払込みに要する財産の存在について確認した内容 

日亜化学が 2026 年３月 26 日付で四国財務局長に提出した第 70 期有価証券報告書に記載されて

いる財務諸表によれば、2025 年 12 月 31 日現在での現金及び預金が連結ベースでは 508,274 百万

円、単体ベースでは 424,237 百万円となっております。 

さらに、当社は本自己株式処分にあたり、直近における同社の資金状況等について同社に口頭に

より直接確認を行っており、現在においても本自己株式処分に係る払込みに要する十分な現預金を

保有している旨を確認しております。 

以上のことから、当社として、同社による本自己株式処分に係る払込みに支障はないと判断して

おります。 

 

７．本自己株式処分後の大株主および持株比率 

処分前（2026年３月31日現在） 処分後 

大西 以知郎 18.91％ 大西 以知郎 18.29％ 

公益財団法人大西・アオイ記念財団 17.86％ 公益財団法人大西・アオイ記念財団 17.28％ 

アオイコーポレーション有限会社 10.27％ アオイコーポレーション有限会社 9.93％ 

西澤 知佐子 7.09％ 西澤 知佐子 6.86％ 

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 3.13％ 日亜化学工業株式会社 5.18％ 

日本マスタートラスト信託銀行 

株式会社（信託口） 
2.01％ 株式会社三菱ＵＦＪ銀行 3.02％ 

株式会社日本カストディ銀行 

（信託口） 
2.00％ 

日本マスタートラスト信託銀行 

株式会社（信託口） 
1.95％ 

日亜化学工業株式会社 1.98％ 
株式会社日本カストディ銀行 

（信託口） 
1.94％ 

大西 暁子 1.87％ 大西 暁子 1.81％ 

明治安田生命保険相互会社 1.38％ 明治安田生命保険相互会社 1.33％ 

(注)１  処分前の大株主および持株比率につきましては、2026 年３月 31 日現在の株主名簿上の所有

株式数を基準として、同日現在の発行済株式総数（自己株式を除く）に対する当該所有株式

の割合（小数点以下第三位を四捨五入）を記載しております。 

２ 処分後の大株主および持株比率につきましては、上記（注）１の株主名簿上の所有株式数に本

自己株式処分により割り当てられる本株式の数を加算した所有株式数を基準として、2026 年

３月 31 日現在の発行済株式総数（自己株式を除く）に本自己株式処分により割り当てられる

本株式の数を加算した株式数に対する当該所有株式の割合（小数点以下第三位を四捨五入）を
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記載しております。 

３ 上記のほか当社は、自己株式 801,063 株（2026 年３月 31 日現在）を保有しておりますが、大

株主からは除外しております。 

 

８．今後の見通し 

本自己株式処分は、既存事業の競争優位性維持・向上のみならず、新規事業分野の成長・発展に

繋がり、当社の中長期的な企業価値の向上に資するものと判断しておりますが、現時点では、当社

の業績への具体的な影響額については未定であります。 

今後、開示すべき事項が生じた場合には、速やかに公表いたします。 

 

９．企業行動規範上の手続きに関する事項 

本件第三者割当は、① 希薄化率が 25％未満であること、② 支配株主の異動を伴うものではな

いことから、東京証券取引所の定める上場規程第 432 条に定める独立第三者からの意見入手および

株主の意思確認手続きは要しません。 

 

10．最近３年間の業績およびエクイティ・ファイナンスの状況 

（１）最近３年間の業績（連結） 

 2024 年３月期 2025 年３月期 2026 年３月期 

連 結 売 上 高 33,941 百万円 34,974 百万円 38,323 百万円 

連 結 営 業 利 益 △1,548 百万円 438 百万円 306 百万円 

連 結 経 常 利 益 △1,287 百万円 419 百万円 728 百万円 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 
△5,260 百万円 178 百万円 70 百万円 

１株当たり連結当期純利益 △439.81 円 15.90 円 6.26 円 

１ 株 当 た り 配 当 金 54 円 54 円 54 円 

１ 株 当 た り 連 結 純 資 産 3,854.03 円 3,832.10 円 3,861.54 円 

 

（２）現時点における発行済株式数および潜在株式数の状況（2026 年３月 31 日現在） 

 株 式 数 発行済株式数に対する比率 

発 行 済 株 式 数 12,000,000 株 100％ 

現時点の転換価額（行使価額）に

お け る 潜 在 株 式 数 
－株 －％ 

下限値の転換価額（行使価額）に

お け る 潜 在 株 式 数 
－株 －％ 

上限値の転換価額（行使価額）に

お け る 潜 在 株 式 数 
－株 －％ 

 

（３）最近の株価の状況 

① 最近３年間の状況 

 2024 年３月期 2025 年３月期 2026 年３月期 

始  値 1,890 円 2,600 円 1,976 円 

高  値 3,585 円 3,095 円 3,240 円 

安  値 1,750 円 1,877 円 1,519 円 

終  値 2,600 円 1,945 円 2,244 円 

 

② 最近６か月間の状況 

2026 年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

始  値 2,410 円 2,620 円 2,850 円 2,300 円 2,801 円 2,920 円 

高  値 2,820 円 3,240 円 2,861 円 2,998 円 3,125 円 3,190 円 

安  値 2,376 円 2,369 円 2,210 円 2,300 円 2,590 円 2,310 円 

終  値 2,620 円 2,937 円 2,244 円 2,807 円 2,920 円 2,703 円 
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③ 発行決議日前営業日における株価 

 2026 年７月 30 日 

始  値 2,116 円 

高  値 2,252 円 

安  値 2,104 円 

終  値 2,190 円 

 

 

（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

該当事項はありません。 

 

11．処分要項 

（１） 処 分 株 式 数 当社普通株式  378,100 株 

（２） 処 分 価 額 １株当たり        2,609 円 

（３） 処 分 価 額 の 総 額 986,462,900 円 

（４） 処 分 方 法 第三者割当による自己株式処分 

（５） 処 分 期 日 2026 年８月 18 日 

（６） 処分先（処分予定先） 日亜化学工業株式会社 

（７） 処分後の自己株式数 422,963 株 

 

以 上 


